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「生産性向上」に向けた「私のひと工夫」を紹介していきます
～社会環境が変化する中で今、取り組んでいること～

日頃よりお世話になっている支援議員をご紹介します！ 第8回
福山 哲郎先生

　生保産業を取り巻く環境が大きく変化する中、様々な課題が山積しています。そうした課題の中には、組合員一人ひとりや各組合の努力だけでは、解決できない「国の政策・
制度」に関わるものがあります。生保労連では、こうした課題を産業政策課題と位置付け、25万組合員の力を結集するとともに、支援議員の先生方と連携し、国政や行政など
に対し働きかけを行っています。
　そこで、日頃、生保産業のためにご尽力いただいている先生方を組合員のみなさんにより身近に感じていただけるよう、先生のお人柄やこれまでのご活躍、先生から組合
員のみなさんへのメッセージをご紹介します。
　第8回目となる今回は、参議院議員の福
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先生をご紹介いたします。

　次号から2回にわたり、社会環境が変化する中でも生産性の向上に向けて取り組まれている組合員のみなさんの「ひと工夫」を紹介していきます。
　それに先立ち今号では、「生産性の高い働き方」の重要性について、コロナ禍の影響も踏まえつつ、みなさんと一緒に理解を深めたいと思います。

■「生産性の高い働き方」はなぜ必要か？
　「生産性の高い働き方」が実現されれば、生活時間の創出や生活の充実を通じ
てワークとライフ双方の充実につながり、ワークとライフ双方の充実がはかられ
れば、モチベーション・働きがいの向上を通じて業績や利益などアウトプットの増
大につながります。（下図）

　このように、「生産性の高い働き方」は労使双方にメリットがあり、労使共通の課
題といえることから、労使で課題認識を共有しながら取組みを進めていく必要が
あるのです。

■コロナ禍の中でも働き方を変革し生産性を高めるために
　現在は、新型コロナウイルス感染症の影響により社会環境が大きく変化し、生
保産業においても働き方の変革が求められています。
　すでに営業現場では、各社ともデジタル技術を活用した非対面（非接触）による新
たな営業活動に取り組まれており、内勤職員が働く本社や支社でも、出勤とテレワー
クを併用しながら、リモートシステムを活用した会議や業務運営が行われています。
　このような中で、お客さまと直接お会いできないことへの不安や、テレワークに
おけるマネジメント・労務管理の難しさなど、さまざまな課題を克服しながら働き
方を変革していくことが求められています。

■生産性向上に向けては 組合員一人ひとりの「ひと工夫」が重要
　働き方を変革し生産性を高めていくためには、労使で働く環境を整備すること
はもとより、組合員のみなさん一人ひとりが自らも「生産性向上」を意識した行動
を心掛けることが重要です。
　そこで、生保労連では次号から2回にわたり、コロナ禍の中で工夫されているこ
とや、働き方の工夫で生活時間の充実につな
がっていること、生活時間の充実で生産性の高
い働き方につながっていることなど、「生産性
向上」に向けた組合員のみなさんの身近な「ひ
と工夫」を共有していきたいと考えています。

　1962年生まれ。同志社大学法学部卒業、
京都大学大学院修了。大和証券に勤務され、
松下政経塾を経て、1998年初当選以来、当
選4回。これまでに外務副大臣、内閣官房副
長官、民主党政調会長等を歴任されました。
2017年10月には立憲民主党を枝野代表と
ともに結党し、幹事長に就任。また、2020
年9月には合流新党「立憲民主党」の幹事長に
就任され、ご活躍されています。
　松下政経塾時代にスリランカの農村開発を
実体験され、地球温暖化などの環境問題に取
り組まれるとともに、財政経済・外交など幅広
い分野でご活躍されています。
　金融・経済にも精通した政策通として、生保
関連税制の充実、銀行窓販問題など生保労連の産業政策課題の解決に向け、ご尽力
いただいています。また、ご自身も金融業界での営業経験があることから、生保営業
職員の日々の活動にも深いご理解を頂いています。

　平素より生保労連の皆様には大変お世話になっており、誠
にありがとうございます。京都で開催される「語る会」で組合
員のみなさまと親睦を深めることを毎回楽しみにしています。
　今年は新型コロナウイルス感染症の感染拡大により経済
社会活動に大きな影響が出ています。また、例年、異常気象
により災害も発生しています。人々の不安に寄り添いながら、
入院給付金や保険金の支払い等、社会インフラとしての機能
を維持すべくご尽力いただいていることに敬意と感謝を申し
上げます。
　超高齢社会を踏まえた社会保障制度改革の必要性に加え、ウィズコロナという新た
な不確実性のなかで、安心と健康、地域福祉の向上を支えているみなさまの活動が一
層重要です。私も微力ながら、生命保険料控除制度の拡充、銀行窓販問題等、産業政
策の諸課題の解決に向けて、生保労連の諸活動の推進に取り組んで参ります。
　先日、幅広い力を結集して、与党に対抗しうる強力な構えをつくるべく、合流新党
「立憲民主党」を立ち上げました。大きな塊として政権と厳しく対峙するとともに、
政権交代しうる政党へと踏み出していけるよう努力したいと思います。引き続き、
立憲民主党へのご指導、ご支援を何卒よろしくお願い申し上げます。

生保労連組合員のみなさんへ福山哲郎先生のご紹介

特　技：選挙カーに乗っての応援
趣　味：茶道・書道・野球
好　物：いちご・玉子焼き

▲後援者とソフトボールをする福山先生
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次回は、営業
現場の取組み
を紹介します。




